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下
堀
遺
跡

―

 邪
馬
台
国
 は
ど
こ
に
あ
っ

や
ま
た
い
こ
く

た
の
か
？―

　
我
が
国
で
最
も
有
名
な
ミ

ス
テ
リ
ー
で
あ
る
。
こ
の
謎

に
魅
か
れ
て
、
考
古
学
に
興

味
を
持
っ
た
人
も
少
な
く
な

い
だ
ろ
う
。

　
邪
馬
台
国
の
女
王
で
あ
る

 卑
  弥
  呼
 が
活
躍
し
て
い
た
の

ひ
 
み
 
こ

は
、
今
か
ら
１
８
０
０
年
～

１
７
５
０
年
前
ご
ろ
で
あ
る

こ
と
が
中
国
の
文
献
の
記
録

で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
頃

は
、「
 弥
  生
 時
代
」と
言
わ
れ

や
 よ
い

る
時
代
の
後
期
に
あ
た
る
。

　
さ
て
、
こ
の
「
弥
生
時
代
」

は
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か
？

　
こ
れ
ま
で
約
２
４
０
０
年

前
が
弥
生
時
代
の
始
ま
り
と

さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
に

な
っ
て
、
約
３
０
０
０
年
前

が
開
始
時
期
と
い
う
説
も
出

て
き
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
陸
か

ら
北
部
九
州
に
伝
わ
っ
た
水

稲
耕
作
が
、
一
気
に
全
国
に

普
及
し
、
そ
れ
を
 画
  期
 と
し

か
っ
 き

て
、 狩
 
し
ゅ

 猟
 採
集
を
主
と
し
て

り
ょ
う

い
た
 縄
文
 時
代
の
生
活
ス
タ

じ
ょ
う
も
ん

イ
ル
が
一
変
し
た
。
こ
れ
が

弥
生
時
代
の
は
じ
ま
り
で
あ

る
。

　
し
か
し
、
こ
の
こ
と
に

よ
っ
て
貧
富
の
差
が
生
じ
、
身
分
の
差
が
生
ま
れ
た
。
そ
し
て
、

水
田
に
使
う
土
地
や
水
利
を
め
ぐ
っ
て
集
落
同
士
の
争
い
が
起

こ
り
、
争
い
の
中
で
、
強
い
集
落
が
弱
い
集
落
を
服
従
さ
せ
た

り
、
集
落
同
士
が
連
合
を
結
ん
だ
り
し
て
、
地
域
が
統
合
さ
れ

て
い
っ
た
。
こ
れ
が
、
や
が
て
政
治
的
勢
力
を
持
つ
よ
う
に
な

り
、
小
国
家
、
つ
ま
り「
ク
ニ
」が
誕
生
す
る
こ
と
と
な
る
。「
ク

ニ
」
同
士
の
争
い
は
、
全
国
規
模
へ
と
発
展
す
る
。
邪
馬
台
国

も
ま
た
、
そ
ん
な
動
乱
の
時
期
に
存
在
し
た
強
大
な
国
家
で
あ

る
。

　
そ
ん
な
時
代
、
南
九
州
は
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
た
の
か
？
実

の
と
こ
ろ
、
そ
の
全
貌
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
解
明
す

る
に
は
資
料
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
の
だ
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、

 下
  堀
 遺
跡
は
南
九
州
に
お
け
る
弥
生
時
代
の
 様
  相
 を
伝
え
る
貴

し
も
 ほ
り
 

よ
う
 そ
う

重
な
遺
跡
で
あ
る
。

　
下
堀
遺
跡
は
岡
別
府
集
落
内
に
存
在
す
る
。
平
成
　
年
～
　

１３

１５

年
に
大
隅
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
建
設
に
伴
い
、
計
画
部
分
の
発
掘

調
査
を
実
施
し
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
中
期
（
今

か
ら
約
２
０
０
０
年
前
）
の
大
集
落
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

判
明
し
た
。

　
 竪
  穴
  式
 住
居
跡
は
、
全
部
で
　
基
。
う
ち
２
基
は
直
径
９
ｍ

た
て
 あ
な
 し
き

１７

ほ
ど
の
円
形
を
し
た
大
型
住
居
跡
だ
っ
た
。
惜
し
く
も
、
調
査

区
域
に
現
れ
た
大
型
住
居
は
、
ど
ち
ら
も
全
体
の
３
分
の
１
程

度
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
グ
リ
ー
ン
ロ
ー
ド
外
に
３
分
の
２
は

確
実
に
残
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
４
本
の
柱
で
構
成
さ
れ
る
 高
  床
  式
 の
建
物
跡
と
思

た
か
 ゆ
か
 し
き

わ
れ
る
 遺
  構
 が
５
基
発
見
さ
れ
た
。
４
箇
所
の

い
 こ
う

 柱
 
は
し
ら

 跡
 の
中
央
に

あ
と

長
方
形
に
掘
ら
れ
た
穴
が
あ
る
が
、
何
の
た
め
の
穴
か
は
分
か

ら
な
い
。

　
こ
の
５
基
の
う
ち
３
基
は
、
お
お
よ
そ
東
西
に
直
列
し
て
お

り
、
残
り
２
基
は
こ
れ
に
　
度
向
き
を
変
え
て
南
北
に
直
列
し

90

て
い
た
。
配
列
に
何
ら
か
の
規
則
性
が
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
下
堀
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
土
器
を
整
理
し
て
い
る
と
、
ど
う

も
瀬
戸
内
地
方
の
土
器
を
ま
ね
て
作
っ
た
土
器
や
、
九
州
北
部

で
使
わ
れ
る
土
器
も
出
土
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
地
域
と

の
交
流
が
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
隅
・
肝
付

地
域
に
、
南
九
州
と
九
州
北
部
・
中
国
地
方
・
近
畿
地
方
の
有

力
国
家
と
の
深
い
結
び
つ
き
の
あ
る
国
家
が
存
在
し
て
い
た
可

能
性
も
否
定
で
き
な
い
。　

　
大
崎
町
内
に
は
、
実
に
多
く
の
弥
生
時
代
の
土
器
が
見
つ
か
る
。

潜
在
的
に
弥
生
時
代
の
集
落
は
ま
だ
ま
だ
存
在
し
て
い
る
の
だ
。

　【
大
崎
町
埋
蔵
文
化
財
専
門
員
　
内
村
憲
和
】

歴史を歩く　⑦
町文化財紹介コーナー

「下堀遺跡」

▲高床式建物の跡

▲大型住居跡１・２

下堀遺跡上空写真
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【問い合わせ先】　大崎町役場　水道課　下水道係　℡099－476－1111（内線245）
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野方で三世代ボランティア』
　７月８日，野方地区活性化センターとその周辺で
『三世代ボランティア』が実施されました。
　これは，町おこしグループ野心会（江口透会長・会
員１８名）が企画して毎年，行われているもので，今年
で１０回目を迎えました。
　野心会では，「住みよい大崎町，環境保全活動，異年
齢交流，青少年健全育成」を目的として，大崎第一中
学校の部活動等の行事と重ならないように日程を調整
しているとのことで，この日も全校生徒（８８人）が参
加していました。ほかにも，同校の保護者の方々や先

生をはじめ，町外からの参加もあり，総勢約１５０人によ
る清掃作業となりました。
　当日は，途中から雨が降り出すあいにくの天気とな
りましたが，ショベルカーやダンプカーなどの重機も
フル稼働し，見違えるように，きれいになりました。
　作業の後は，手作りのカレーライスが振る舞われ，
すばらしい交流・奉仕作業の１日となったようでした。
　「きつかったけど，きれいになってスッキリした。
ボランティアは大事なことだと思う。機会があったら，
また参加したい。」
　　　　　　　（大崎第一中学校３年生・村山君）

『第２３回町合同 
　　　　福祉スポーツ大会を開催』
　７月５日木，町総合体育館で「第２３回大崎町合同福
祉スポーツ大会」が盛大に開催されました。
　この大会は，高齢者をはじめ，心身に障害を持つ人，
母子寡婦家庭などの皆さんが一同に集い，スポーツを
通じ，お互いの連携を深め，協調精神を培い，ふれあ
いの和を広げ，ぬくもりに満ちた地域社会づくりを図
ろうとするものです。
　当日は，町内の福祉団体，福祉施設から９団体（約３００
人）の参加があり，会場は熱気の渦に巻かれました。

　競技は，玉入れや，町民体育祭でもおなじみの，第
一ゲートやジャンケン大会などの全１３種目で，各種目
に大きな声援が送られました。
　昼食前には，野方保育園の園児による，軽快なリズ
ムに乗せた，かわいいお遊戯や，バルーンを使ったア
トラクションも披露され，
初めて見る競技に，大変盛
り上がりました。
　大会に参加したみなさま，
お疲れ様でした。また来年
のお越しを，お待ちしてお
ります。
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『大崎第一中学校の生徒が， 
　　　　　　ロードミラーの清掃』
　６月２９日金大崎第一中学校の全校生徒（８８名）がボ
ランティア学習として，野方校区内のゴミ拾い，ロー
ドミラー清掃を行いました。
　ロードミラー清掃は３人１組で行動し，全部で８０か
所のミラーを，きれいに清掃しました。当日は，梅雨
時期にもかかわらず，太陽の日差しが強い中で行なわ
れました。みなさん暑い中，お疲れ様でした。

　

『有明高等学校で公開授業を実施』　
　６月２１日木，有明高等学校で，公開授業が開かれ，
日ごろから農業に興味がある人や，農業をしている人
など，町内から１１名の参加がありました。
　この授業は，地域連携事業のひとつとして，生物工
学コースの授業を公開し，農業理解者の育成，農業教
育，地域農業後継者育成の場として，地域の方々にご
理解してもらうことを目的に，実施したものです。
　当日は，産業技術科　生物工学コースの２年生と一
緒に，スイートコーンの収穫・調整・糖度検査などを
しました。

　収穫時間は約３０分程度でしたが，２００本余りのス
イートコーンが収穫されました。収穫されたスイー
トコーンは，菱田郵便局から，郵パックなどで東京・
大阪などに送られ，大変喜ばれているとのことでし
た。

『第３８回鹿児島県市町村職員弓道大会』
　７月７日土，鹿児島アリーナ（屋内弓道場）にて，
第３８回鹿児島県市町村職員弓道大会が開かれ，本町か
らも個人の部，団体の部共に出場しました。
　市町村合併で自治体が大きくなる中，弓道部員３人
（荒竹基方・川越洋・二見誠弘）の大崎町が，団体の部
で見事，準優勝という成績を手に入れました。
　また，個人の部でも荒武基方さんが第３位，ＯＢの
部の宮内徹さんも第３位という素晴らしい成績を上げ
られました。
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『大崎中剣道部が全国大会出場決定!』
　７月２３日，２４日の二日間，県総合体育館で行なわ
れた，「県中学校総合体育大会剣道競技の部」にて，
大崎中学校剣道部が，見事優勝をおさめ，九州大会，
全国大会出場の切符を手にしました。
　この栄誉は１５年振りとなる成績で，優勝報告に来
た中学生に，東町長は「本当におめでとうございま
す。皆さんの普段の努力の賜物。大変誇りに思いま
す。九州大会・全国大会でも，日ごろの練習の成果
を存分にだして，悔いの残らないように頑張ってき
てください」と激励をしました。

『アメリカ・シアトルへ出発！』
　今年で６回目となる「大崎町青少年・一般海外研修
派遣事業」の出発式が，７月２０日金に役場応接室で行な
われました。
　この事業は，町内に住む高校生を対象に募集，国際
性豊かな青少年を育成することを目的に実施されてい
ます。研修先は，アメリカワシントン州シアトル市で，
約１か月間ホームステイしながら，現地の学校に通い
ます。４人の高校生は，「将来の夢に役立てるため，た
くさんのことを学んできたい」と話してくれました。

『ソフトボール日本代表の 
　　　　枦山竜児さんが優勝報告』
　６月１８日から６月２４日の７日間，チェコ・プラハで
開催され，８か国で争われた，ＩＳＦ第１回男子ワー
ルドカップで，日本代表チームが見事，世界一の称号
を手に入れましたが，そのソフトボール男子日本代表
の枦山竜児さん（大崎町仮宿出身）が７月６日，大会
の優勝報告に役場を訪れました。
　枦山さんは，小学生から大崎ソフトボールスポーツ
少年団で汗を流し，大崎中，尚志館，九州国際大学で
は野球を経験したそうです。

　現在では西日本シロアリの，ソフトボールチームに
所属していて，練習は仕事が終わった後に毎日２時間
ほどしているそうで，努力人だと感じました。
　大会では，アメリカとの準決勝で先制ホームランを
打つなど，日本の優勝に大きく貢献されました。
　また，２４歳から４年連続で日本代表に選ばれ，チー
ムにとっても欠かせない選手となっています。枦山選
手，これからも日本代表として頑張ってください。
　本当におめでとうございました。

▲大崎町から温室ミカンとマンゴーをプレゼント

▲全員で記念写真「ハイ・チーズ」
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借
入
金
な
ど
の
債
務
を
多
数
負
っ

て
い
る
個
人
の
方
が
、
債
権
者
に
約

束
ど
お
り
支
払
う
こ
と
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
、
債
務
を
整
理
し
、

生
活
を
立
て
直
す
た
め
の
方
法
の
一

つ
と
し
て
、
裁
判
所
の
手
続
を
利
用

す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
具
体

的
な
手
続
と
し
て
は
、
破
産
、
個
人

再
生
、
特
定
調
停
な
ど
が
あ
り
ま
す

が
、
各
手
続
の
選
択
に
あ
た
っ
て
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
続
の
特
徴
を
十
分
に

理
解
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
今
後

も
一
定
額
の
支
払
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
そ
う
か
ど
う
か
、
話
合
い
で
解

決
で
き
そ
う
か
ど
う
か
な
ど
の
事
情

に
よ
り
、
ど
の
手
続
が
最
も
適
し
て

い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
破
産
、
個
人
再
生
、
特
定
調
停
の

各
手
続
の
特
徴
に
つ
い
て
は
、
裁
判

所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

courts.go.jp/

）
中
の
「
債
務
を
整

理
す
る
た
め
の
裁
判
所
の
手
続
に
つ

い
て
」
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
事
業
継
続
の
見
通
し
が
付
か
な
い

中
小
企
業
の
方
や
、
過
去
に
廃
業
を

経
験
し
、
再
度
起
業
し
た
い
が
金
融

機
関
か
ら
の
融
資
が
受
け
ら
れ
ず
、

過
去
の
経
験
が
生
か
せ
な
い
方
。

　
こ
の
よ
う
な
方
々
の
再
チ
ャ
レ
ン

ジ
の
様
々
な
課
題
に
、
専
門
家
が
相

談
に
応
じ
、
再
起
業
を
応
援
し
ま
す
。

　
こ
の
窓
口
（
鹿
児
島
県
商
工
会
連

合
会
に
設
置
）
で
は
、
中
小
企
業
診

断
士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
が
、

無
料
で
相
談
に
対
応
し
ま
す
。

　
ご
相
談
の
申
込
み
、
相
談
内
容
は
、

秘
密
厳
守
で
す
。

　
事
業
継
続
が
困
難
な
場
合
や
、
再

起
業
を
ご
検
討
の
方
、
た
め
ら
わ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
鹿
児
島
県
商
工
会
連
合
会

　
℡
０
９
９－

２
２
６－

３
７
７
３

警
察
は
次
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

○
犯
罪
等
に
よ
る
被
害
の
未
然
防
止

に
関
す
る
相
談

○
県
民
の
安
全
と
平
穏
に
関
す
る
相

談
【
相
談
窓
口
】

●
警
察
総
合
相
談
窓
口

　
℡
♯
９
１
１
０

　
℡
０
９
９－

２
５
４－

９
１
１
０

●
志
布
志
警
察
署
警
察
安
全
相
談
係

　
℡
０
９
９－

４
７
２－

０
１
１
０

【
専
門
相
談
窓
口
】

○
悪
質
商
法
に
関
す
る
こ
と

　
℡
０
９
９－

２
５
８－

７
９
４
０

○
性
犯
罪
被
害
に
関
す
る
こ
と

　
℡
０
９
９－

２
０
６－

７
８
６
７

○
少
年
の
悩
み
事
や
い
じ
め
、
非
行

　
℡
０
９
９－

２
５
２－

７
８
６
７

○
暴
力
団
・
薬
物
に
関
す
る
こ
と

　
℡
０
９
９－

２
５
５－

０
１
１
０

○
県
警
電
子
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　police@
po.pref.kagoshim

a.jp

　
財
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
従
業
員
数
　
人
以
下
（
商
業
・

２０

サ
ー
ビ
ー
ス
業
は
５
人
以
下
）
の
小

規
模
企
業
者
を
対
象
と
し
て
、
設
備

導
入
の
た
め
の
資
金
の
貸
付
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

○
設
備
資
金
貸
付

・
貸
付
限
度
額
　
所
要
資
金
の
２
分

の
１
以
内
で
、
４
千
万
円
以
下

・
貸
付
利
率
　
無
利
子

・
返
済
期
間
　
７
年
以
内

・
保
証
人
等
　
２
人
（
借
入
申
込
七

百
万
円
以
上
は
要
不
動
産
担
保
）

・
申
込
期
間
　
平
成
　
年
４
月
１
日

１９

～
平
成
　
年
１
月
　
日
ま
で

２０

３１

※
な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し

て
は
、
次
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
財
か
ご
し
ま
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
務
貸
与
課

　
℡
０
９
９－

２
１
９－

１
２
７
１

　
鹿
児
島
県
警
で
は
、
８
月
中
を

「
行
方
不
明
」
の
方
や
「
無
縁
仏
」

に
な
ら
れ
た
方
々
の
身
元
を
探
す
月

間
と
し
て
、
警
察
本
部
や
県
下
警
察

署
に
相
談
所
を
設
け
ま
す
。

　
長
い
間
、
音
信
が
無
く
、
連
絡
が

取
れ
な
い
等
お
困
り
の
方
は
、
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
に
お
い
で
の
際
は
、

行
方
不
明
者
の
写
真
、
当
時
の
服
装

等
の
資
料
が
あ
れ
ば
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

　
相
談
は
無
料
で
、
個
人
の
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

警
察
本
部
鑑
識
課

　
℡
０
９
９－

２
０
６－

０
１
１
０

　
　
　
　
　
　
　（
内
線
４
６
２
６
）

　
ま
た
は
、
最
寄
り
の
交
番
・
駐
在

所
・
警
察
署
へ
ど
う
ぞ
。

　
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を
対
象
と
し
た

講
座
で
す
。
デ
ジ
タ
ル
ア
ル
バ
ム
、

簡
単
な
家
計
簿
や
案
内
文
書
な
ど
の

デ
ジ
タ
ル
作
品
を
作
り
、
パ
ソ
コ
ン

の
活
用
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
受
講

料
は
無
料
で
す
。

◆
対
象
者
（
定
員
）

　
県
内
に
在
住
す
る
一
般
成
人
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
初
心
者
（
定
員
　
名
）

１５

◆
実
施
場
所

　
志
布
志
高
等
学
校
Ｃ
Ａ
Ｌ
Ｌ
教
室

◆
実
施
期
間

　
平
成
　
年
９
月
末
～
　
月
末

１９

１１

◆
申
し
込
み
方
法

　
往
復
は
が
き
に
、「
し
ぶ
し
情
報

講
座
受
講
希
望
」
と
記
入
し
、
氏
名
・

年
齢
・
性
別
・
住
所
・
電
話
番
号
を

明
記
し
、
申
し
込
み
先
ま
で
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
た
と
き
は
抽
選
と
し

ま
す
。
ま
た
、
電
話
で
の
申
し
込

み
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
受
講
決
定
に
つ
い
て
は
、
平
成
　１９

年
９
月
　
日
火
ま
で
に
、
お
知
ら

１８

せ
す
る
予
定
で
す
。

※
寄
せ
ら
れ
た
個
人
情
報
に
つ
い
て

は
、
県
民
大
学
の
事
務
処
理
以
外

に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先
】

志
布
志
高
等
学
校
県
民
大
学
講
座
係

　
℡
０
９
９－

４
７
２－

０
２
０
０

情
報
告
知
板

債
務
を
整
理
す
る
た
め
の

裁
判
所
の
手
続
に
つ
い
て

ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ

生
涯
学
習
県
民
大
学

し
ぶ
し
情
報
講
座
の
ご
案
内

早
期
転
換
・
再
挑
戦
支
援

窓
口
の
ご
案
内

９
月
　
日
は

１１
　「
警
察
相
談
の
日
」
で
す

小
規
模
企
業
者
等
設
備

導
入
資
金
制
度
の
ご
案
内

行
方
不
明
者
を
探
す

相
談
所
の
開
設
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【
応
募
資
格
】

　
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

【
形
　
式
】

○
「
短
歌
（
五
七
五
七
七
）」
形
式

の
便
り
（
短
歌
形
式
な
ら
　
文
字

３１

に
限
り
ま
せ
ん
）

○
ひ
ら
が
な
・
漢
字
及
び
カ
タ
カ
ナ

（
難
読
漢
字
に
は
ふ
り
が
な
を
つ

け
る
）

【
内
　
容
】

　
誰
か
に
想
い
を
伝
え
る
も
の

（
例
：
近
況
報
告
・
ラ
ブ
レ
タ
ー
・

見
舞
い
・
お
礼
・
お
わ
び
等
）

【
応
募
方
法
】

　
は
が
き
に
縦
書
き
で
、
作
品
と
そ

の
宛
先
（
父
へ
、
母
へ
、
友
へ
、
恋

人
へ
等
、「
○
○
へ
」
と
前
書
き
を
す

る
）
を
書
き
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、
次

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
は
が
き
１
通
に
１
作
品
と
し
ま
す

が
、
１
人
何
通
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
な
お
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
も
受
付
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

【
応
募
先
】

〒
７
９
０－

０
８
５
７

　
愛
媛
県
松
山
市
道
後
公
園
１
‐
　３０

　
松
山
市
立
子
規
記
念
博
物
館
内

　
フ
ァ
ッ
ク
ス

　
℡
０
８
９－

９
３
４－

３
４
１
６

　
旧
軍
人
等
で
、
恩
給
等
を
受
け
て

い
な
い
恩
給
欠
格
者
、
戦
後
、
ソ
連

や
モ
ン
ゴ
ル
に
強
制
抑
留
さ
れ
た
方
、

終
戦
に
伴
い
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら

引
揚
げ
ら
れ
て
こ
ら
れ
た
方
の
「
ご

本
人
」
に
、
あ
ら
た
め
て
 慰
  藉
 の
念

い
 し
ゃ

を
表
す
た
め
、
内
閣
総
理
大
臣
名
の

「
特
別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　
過
去
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状

等
を
受
け
た
方
、
書
状
を
受
け
る
資

格
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
請

求
さ
れ
て
い
な
い
方
も
対
象
で
す
。

　
請
求
書
は
、
大
崎
町
役
場
福
祉
課

社
会
福
祉
係
の
窓
口
に
置
い
て
あ
り

ま
す
。

　
請
求
期
は
平
成
　
年
４
月
１
日
～

１９

平
成
　
年
３
月
　
日
ま
で
で
す
。

２１

３１

　
資
格
要
件
な
ど
の
お
問
い
合
わ
せ

は
、
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業

特
別
基
金
ま
で

【
無
料
電
話
】

　
℡
０
１
２
０－

２
３
４－

９
３
３

（
月
～
金
、
９
時
　
分
～
　
時
　
分
、

１５

１７

１５

土
日
休
）

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

http://w
w
w
.heiw

a.go.jp

お知らせ

　30　29　28　27　26　25　24　23　22　21　20　19　18　17　16　15　14　13　12　11　10987654321

９
　
　
　
　
月

日土金木水火月日土金木水火月日土金木水火月日土金木水火月日土

佐
賀

佐
賀

荒
尾

笠
松

佐
賀

佐
賀

荒
尾

荒
尾

荒
尾

佐
賀

佐
賀

佐
賀

笠
松

笠
松

盛
岡

佐
賀

佐
賀

名
古
屋

名
古
屋

水
沢

佐
賀

佐
賀

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

場
外

発
売

☆ダービーグラン☆ダービーグランププリリ ☆日本テレビ☆日本テレビ杯杯（（船橋）船橋）

広　告

第
　
回
「
は
が
き
歌
」

１３
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者

恩
給
欠
格
者
の
皆
様
へ

＜相談事例＞
　数年前，デート商法で宝石を購入してしまい，昨年ようやくその支払いが終わった。ところが，先日，その宝石販売会社（現在は倒産）
の債権を引き継いだという業者から「あなたは終身会員になっていますが，会費が未納となっております。終身会員会費２００万円（月３，１５０
円）をお支払いください」と電話があった。「詳しくはホテルでの説明会でお話しする」とのことだったので，指定された鹿児島市内のホ
テルに出向いたところ，１０数名集まっていた。説明では「２００万円の支払いが無理なら，当社のこの絵画を９８万円で購入すれば債務が消える」
と説明を受けた。終身会員になった記憶はないが，自分の氏名が記載された終身会員契約書があったので，しかたなく絵画購入を契約した。
しかし，よく考えると不審。（３０歳代　男性）　
　　
＜アドバイス＞
　相談事例のように悪質商法により過去に契約した人が再び被害にあうケースを「二次被害」といいます。宝石だけでなく，レジャー会員
権，資格用教材，健康器具，エステなどの契約の被害者がターゲットになっています。過去に契約した人の名簿がいわゆる「カモリスト」
として流通していることなどが原因と言われています。
　相談事例の終身会員契約については，相談者の氏名が記載された契約書があったとのことですが，相談者は契約した記憶がなく，またそ
の経緯からみても契約の有効性について検証する余地がありますが，仮に有効だったとしても，終身会員契約と絵画購入契約はまったく別
の契約であり，絵画の購入により終身会員契約が消えるわけではありません。
　また，業者が宝石販売会社から債権を引き継いだと主張しても，譲渡人（宝石販売会社）から債務者（相談者）に通知するか，または債
務者が承諾していなければ支払う必要はありません。
　なお，相談事例の絵画の購入契約は，特定商取引法では「訪問販売（またはアポイントメントセールス）」に該当しますので，クーリン
グ・オフの手続きをとるよう助言したところ，後日，相談者から連絡があり，クーリング・オフのハガキを送ったら業者から電話で「消費
生活センターは法律を知らない。クーリング・オフをすると後から裁判になり困るぞ」と脅されたとのことでしたので，警察にも届けるよ
うアドバイスしました。

過去に消費者トラブルにあった人からの「二次被害」の相談が後を絶ちません
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